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研究成果の概要（和文）： 
  
本研究は(1)地域福祉人材の育成ならびにリーダー支援のための課題を明らかにし、(2)地域
住民参画のもと「地域を基盤とした福祉学習」ならびに「地域福祉人材育成」のための学
習プログラム開発と評価を行うことができる基盤を地域に形成することを目的としたアク
ションリサーチである。文献研究や国際的な先進事例の検討も踏まえて地域リーダー養成
の課題についての検討をするとともに、大阪府枚方市を主な研究フィールドとし、地域福
祉活動者、社会福祉協議会職員、その他関係者らと協働して、校区福祉委員会による小地
域福祉活動の活動者を主な対象とした研修の評価と評価をいかしての研修プログラムづく
りを継続的に実施し、地域福祉活動の実践者らの学びのニードに応じた学習モデル・方法･
技術の体系化に向けての検討を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
This study employed action research approach in order to find the good ways to 
promote sustainable community leadership in the “welfare community” and designed 
and implemented leaning and training program for community leaders and volunteers 
with the involvement of and inputs from them. A series of assessment of learning needs 
and the evaluation of the previous training program were conducted with community 
workers. Literature review on community development learning and leadership, 
interviews of the leaders and volunteers and observation of their activities were 
conducted. In addition to the findings from the action research in Japan, literature and 
field research on community development learning in the UK have constructed, and 
issues need to be analyzed have been revealed through the comparison. 
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１．研究開始当初の背景 
  本研究開始当初の背景として主に以下を
あげた。 
(1) これからの地域福祉のあり方に関する研

究会報告（2008）『地域における新たな支
え合いを求めて』において、「地域での支
え合う体制づくり」「総合的なコミュニテ
ィ政策の推進・住民の地域福祉活動の基
盤整備などの行政の役割」「社協･民生児
童委員･ボランティア・共同募金などの既
存政策の評価と見直し」などを切り口に、
地域住民の「つながり」を再構築し支え
合う体制を実現するための提案がなされ
たが、地域福祉の主体形成に関わるこの
課題は、地域社会の実情や住民のニード
に応じた丁寧な取り組みが必要である。 
 主体形成の課題について、福祉コミュ
ニティ形成の担い手でありその中心的役
割が期待される「地域リーダー」的住民
の育成は、これまで行政や社会福祉協議
会（以下、社協）等による取り組みがあ
り、また研究面では、地域福祉の主体論
研究やボランティア育成論、小地域福祉
活動についての住民参加の研究などの蓄
積がある。しかしながら、住民参画で行
う学習プログラム設計や評価にかかわる
実証研究は十分に行われているとはいえ
ない。 

(2) 申請者は、2004 年より本研究課題におけ
る主なフィールドである大阪府枚方市に
おいて、枚方市社協が策定主体となって
策定した第三次ならびに第四次地域福祉
活動計画の策定と推進･評価に継続して
関わっている。各種研修や会議等に委員、
アドバイザー、講師、ファシリテーター
等として関わる中で、社協職員、民生委
員、校区福祉委員、その他の活動者らと
当該市における重点課題解決にむけてと
りくんできた。地域福祉人材の育成と地
域を基盤とした人権・福祉教育は計画の
重点課題の一つでありながら、進捗状況
（目標達成）にはいくつかの課題がある
ことが、計画推進･評価を担う「ふくしの
まちづくり円卓会議」でくりかえし議論
されてきた。ここでの議論と実践が本研
究課題の構想に、またこの間に築いたネ
ットワークはアクションリサーチを可能
とする研究協力体制につながっている。 

(3) 社会福祉協議会による地域組織化活動は
地縁型つながりや組織を基盤とした組織
化とその活動支援やボランティア活動支

援が主なものであったが、サービスや支
援の利用者もその主体性を発揮し地域の
一員としての貢献や他の住民らとのつな
がりをもつことができる環境づくりと支
援が今後一層求められている。これらは
行政や社協等が開催する地域リーダー研
修等においては、参加対象（担い手）と
されることが少なかった人々であり、誰
をもって「地域リーダー」とみなすのか、
「地域リーダー」に何を求めるか、地域
福祉にかかわる人材や地域リーダー育成
といった研修や支援の枠組みはどのよう
にすればよいのかという課題は再検討を
要するものである。また活動と学びの主
体である住民が参画して学びやその方法
について創造する学習理論を再検討する
必要がある。 
 申請者はこれまで英国でのコミュニテ
ィケアやコミュニティディベロップメン
トについて研究を深めてきたが、英国に
おいてはコミュニティディベロップメン
ト学習という領域があり、主に貧困地域
の住民や、社会福祉サービス利用者等要
支援者が地域づくりの主体者として他者
と協働しながら地域力をつけ発揮してい
くための学習活動とそのための専門的支
援がある。しかしながら、英国において
は日本の小地域福祉活動の組織化のよう
な多様な地域での組織化活動と地域福祉
実践については異なる様相を呈している。
以上の理由から、この課題研究において
比較の視点を用い地域福祉分野における
地域リーダー育成という課題を研究する
こと、また一次データを日本と英国の両
国の実践者らの協力を得て収集すること、
さらにそれらの分析結果および研究成果
の国内外への発信を行うことで、実用性･
汎用性の高い学習モデルや教育方法を構
築することをめざしたい。 
 

２．研究の目的 
 研究目的は、（１）地域福祉を推進するリ
ーダーの育成ならびに支援のための課題を
明らかにし、（２）地域住民参画のもと「地
域を基盤とした福祉学習」ならびに「地域福
祉人材育成」のための学習プログラム開発を
行うことができる基盤を地域に形成するこ
とである。 
 大阪府枚方市を主な研究フィールドとし、
これまで当該市での地域福祉活動に携わっ
てきた地域住民（役員、活動者）と社会福祉



 

協議会職員、その他関係者と協力し、地域福
祉活動実践者の学びのニードの実態･研修に
ついての意識をヒアリング調査、アンケート
調査、活動の観察等により行い、それらを反
映させた研修のプログラムづくり、教材の検
討、研修の実施と評価を継続して行えるよう
にすることをめざした。 
 そして（１）地域福祉活動の実践者らの学
びのニードに応じた学習モデル・方法･技術
の体系化を文献研究や国際的な先進事例か
らもまなびながら検討し、（２）住民参画の
もと支援者や関係者らとの協働で、地域を基
盤とした福祉学習や地域リーダー養成研修
等の学習プログラム開発と評価ができる基
盤を地域につくっていくことをめざしたア
クションリサーチである。 
 
３．研究の方法 
（１）地域福祉推進のための「主体論」につ
いての研究成果を文献研究により「地域リー
ダー育成」の視点から再評価・再検討する。
地域リーダーのための研修プログラムや支
援についての資料や教材等を分析する。 
（２）地域福祉を推進していく上での主体と
しての地域住民特に「地域リーダー」の育成
の課題について、コミュニティケアやコミュ
ニティディベロップメントについての実践
と研究双方についての蓄積がある英国との
比較を行うことにより、日本での地域福祉領
域における「主体」研究と「地域リーダー」
育成という実践的な課題について、日本には
どのような特徴があるか、それがどう変化し
てきているのか、また「主体」や「地域リー
ダー」についての認識の違いやそこから派生
する「養成・研修」や「支援」のあり方の違
いについて着目し、今後の日本での地域福祉
分野における「地域リーダー」養成について
検討を行う。 
（３）校区福祉委員等を対象とした学びのニ
ード調査･研修についての意識調査を実施す
る。また「地域リーダー」の概念について、
「地域福祉の推進」に関わる人々の間で、ど
のような認識があるのかを探索的に研究し、
その概念枠組みを分析・提示する。特に従来
からの地縁型組織のリーダーだけでなく、テ
ーマ型活動組織であるＮＰＯやボランタリ
ー組織、さらにはサービス利用者等を含む
「当事者」組織型活動のリーダー等について
の認識を明らかにする。また「地域リーダー」
の養成と研修について、その実施主体、目的、
内容等の違いにより一定の類型化を行い分
析する。 
（４）学習・研修プログラムの検討・開発。
（１）（２）（３）の成果と、調査協力校区で
のこれまでの取り組みの検討から、地域の学
校や施設等との連携で実施する福祉教育に
関するプログラムと、校区福祉委員の研修プ

ログラムについてとりくむ。 
 
４．研究成果 
（１）地域福祉を進める主体としての地域住
民、特に「地域リーダー」育成の課題につい
て明らかにするために、初年度は①地域にお
ける連携・協働のための学習について、専門
職や関係者に対する研修の実施を通じて既
に蓄積してきたデータの分析、②コミュニテ
ィディベロップメントワーク学習について
の実践と研究についての蓄積がある英国と
の比較研究のための資料収集ならびに英国
での調査、③社会福祉協議会職員の校区担当
ワーカーとともに当該地域における地域福
祉推進の課題と地域支援の課題と地域リー
ダー育成・研修・支援の課題についての検討、
ならびに校区地域福祉活動計画のふりかえ
りを主なテーマとした校区福祉委員研修の
実施と、実施前・後の校区福祉委員を対象と
したグループインタビュー調査、研修後の校
区福祉委員を対象としたアンケート調査の
実施と分析、ならびにこれらをもとに行なっ
た校区福祉委員等を対象とした学びのニー
ドと研修についての意識調査の設計のため
の検討、④協力校区における活動の状況と活
動者自身の課題認識について校区役員を対
象としたヒアリング調査を実施した。 
 以上の調査と研修の実施、その評価の検討
から、各校区でのとりくみ、校区地域福祉活
動の進捗状況、役員や活動者たちの関心やニ
ードをアンケート調査と社協ワーカーによ
るヒアリングを事前に実施することで、限ら
れた研修の機会と時間を活かせることがで
きた。研修直後の研修についての評価アンケ
ート調査は実施したが、研修の成果をみる継
続したモニタリングの必要性が確認された。 
 
（２）2 年目は引き続き「地域リーダー」育
成の課題を明らかにするために、以下の調査
と取り組みを行なった。①校区地域福祉活動
計画の推進と活動評価の課題を明らかにす
ることを目的とし、調査協力校区の主に校区
福祉委員会役員を対象としてグループでの
ヒアリングを実施した。学びのニードと研修
についての意識は、校区役員自身がもつニー
ドと研修についての意識の調査に留まらず、
校区役員が他の活動者や地域住民について
必要と感じているものについて明らかにす
ることをめざした。②調査協力校区の役員ヒ
アリングに加えて、校区地域福祉活動の実態
と、関係者の意識についての把握を目的とし
て、校区福祉委員会活動の参与観察と、校区
地域福祉活動の活動者・関係者ヒアリング調
査を、校区福祉委員、校区ボランティア、学
生ボランティア、利用者らの協力を得て実施
した。③地域福祉の推進にかかわる「地域福
祉リーダー」の実践における概念について、

 



 

a)小地域福祉活動における地域福祉リーダ
ー、b)インタープロフェッショナル、インタ
ーエージェンシーによる協働型の地域福祉
リーダーについての類型を行い、文献研究と
ヒアリング調査、活動の参与観察調査を実施
した（大阪府枚方市、滋賀県湖東地域）。④
英国における地域福祉推進ならびに地域福
祉人材養成の実態と課題の把握を目的に現
地において資料収集調査を実施した。⑤学
習・研修プログラムとツール開発のために、
a)調査協力校区においての検討会と資料、映
像の作成、ｂ)協働型のとりくみにおける、
活動の評価と推進のためのツール開発をア
クションリサーチ形式で、実施した。 
 
 以上の調査結果の検討から、活動者から表
出される学びのニードは、活動に直結するス
キル等の取得が主なものであったが、役員ら
が他の活動者らのなかに見る学びのニード
については、関わりやコミュニケーション等、
地域の中でいろいろな人々と関係をつくっ
ていく力などがあげられた。またそうしたも
のはいわゆる研修だけでなく、むしろ日常の
生活や活動を通じて気づいたり身につけて
いくものであるという認識があることがわ
かった。この結果から研修で取り上げる事柄
への示唆をえるとともに、リーダーたちが活
動する上で、他の活動者や住民を支え、活動
を継続できるために何が必要であるかと考
えているかについて、さらに調査する必要が
明らかになった。 
 
（３）最終年度（3 年目）は、①住民による
校区地域福祉活動計画の成果の自己評価と
課題の共有化の支援とともに、校区福祉委員
会合同懇談会の場で、各校区の自己評価、と
りくみから見える課題、次への展望について、
校区を超えた経験交流から学ぶプログラム
を実施、またその評価を行った。役員交代等
による実践課題の共有化と引継ぎの問題に
対応し、活動計画に基づく継続的・発展的な
活動を促すためには研修内容や方法の充実
のみならず事前・事後の役員等を対象とした
ヒアリング・懇談等による学びのニードの把
握と意識付け、ふりかえりのうながしが有効
であることが関係者を対象とした事後ヒア
リングの結果から示唆された。 
②校区の地域福祉活動・計画についての意識
と実態の把握について、社協職員による校区
福祉委員会役員を対象としたヒアリング調
査結果を市内関係各種団体代表からなる「福
祉のまちづくり円卓会議」で検討、また研修
プログラムの評価を行った。参加者へのヒア
リング、会議への参与観察の結果からプラッ
トホーム型の場の効果が発揮されるために
は参加メンバーへの充分な情報提供ととも
にメンバーのもつ課題意識の把握や意識付

けが会議外でコミュニティワーカーらによ
って継続的になされる必要性があることが
明らかになった。③「地域リーダー」の地域
実践現場における概念枠組みと具体的な支
援を分析・提示することを目的に英国で調査
を行った。ＮＰＯ，大学、行政等によるプラ
ットフォーム型の「地域ハブ」を関係諸団体
が形成し研修を実施している実践から地域
のニードに応じた地域リーダーの養成とそ
の支援を行う基盤づくりについての示唆を
得た。 
（４）今後の展望 
 本研究課題の研究成果から明らかになっ
た地域ニードに応じた複数の地域関連団体
によるプラットフォーム型の地域を基盤と
した学習の仕組みづくり、プロセス、支援の
専門性についてさらに明らかにしていくこ
とを目的に、「地域でとりくむアクティヴシ
チズンシップ学習:仕組みづくり、プロセス、
支援の専門性」を研究課題として（基盤Ｃ）、
本研究課題から得られた知見をもとにさら
に研究を発展させる予定である。 
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